［報告事項］
第○○期 事業報告及び附属明細書、並びに計算書類の監査結果について
１．事業報告及び附属明細書　　［ 監査書類として事業報告ドラフトを別添 ］
　　会社法施行規則第130条及び会社計算規則第128条の規定による監査報告書作成のため、下記の観点で監査を実施した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（1）記載内容の網羅性
会社法施行規則第118条～第128条に列挙されている必要な記載事項について確認し添

付文書により意見を提出した。（x月x日提示）　　　　　　　監査報告書添付（12～14ページ）
· 「対処すべき課題」に財務報告における内部統制の……に関し……追記を要望した。
· 議決権……の整合性を願った

· 新たな記載変更　　重要な兼務⇒重要な兼職、　
○○監査役の○○○○における「常勤監査役」の記載に変更を要望。　　
なお、意見に対し会社側より検討の上適宜修正のうえ、再提出され適切に変更・記載されている。

（2）記載内容の正確性
　　経済指標、業界資料、新聞雑誌、連結・個別貸借対照表、同損益計算書や過去の財務

資料をチェックした結果、会社の状況を正しく示している。　
２．計算書類等                　　　　　　　　　　　　　　　　　
（1）連結・個別貸借対照表
　　　　会社計算規則第65条及び第72条～第86条に準拠して作成されており、貸借対照表、
残高証明書、及び会計帳簿と照合した結果、内容的にも正確である。

（2）連結・個別損益計算書

　　　会社計算規則第66条及び第87条～第95条に準拠して作成されており、損益計算書、
販売費及び一般管理費明細表、残高証明書、及び会計帳簿と照合した結果、内容的にも正
確である。
　　（3）連結・個別株主資本等変動計算書

　　　　会社計算規則第67条及び第96条に準拠して作成されており、内容的にも正確である。

　　（4）連結・個別注記表
　　会社計算規則第97条～第116条に準拠して作成されており、内容的にも正確である。
　　［会計方針の変更］
1.当事業年度から「退職給付に係る会計基準」の○○○○を適用しております。 
（5）附属明細書
　　会社計算規則第117条に準拠して作成されており、内容的にも正確である。

　
３．剰余金の処分
（1）剰余金の処分

　　会社法第452条及び第453条、第454条の規定に準拠し剰余金配当の要件を満たしている。
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